
 
記載例（活動事業） 

（様式第１号） 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

岩見沢市長 様 

 

 

申請者  （住所）   〇〇町１条２丁目３－４     

（団体名）  〇〇連合町会         

（代表者名） 会長 岩 見 太 郎     

 

防災活動支援補助金交付申請書 

 

 次のとおり、防災活動支援補助金の交付を申請します。 

 

記 

 

１．事業名       自主防災組織活動事業 

 

 

２．申請額       １９８，７００ 円 

 

 

３．添付書類      防災活動計画書（別紙１） 

            購入物品の見積書の写し 

            購入物品のカタログの写し 

            資機材保管場所の賃貸契約書の写し 

            賃借場所の地図及び写真 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
記載例（活動事業） 

別紙１ 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

団体名又は氏名：   〇〇連合町会     

 

防災活動計画書 

                                              

（１）区分 

（該当に✔） 

☑ 自主防災組織活動事業 

□ 防災資格取得費用助成事業 

（２）組織数 １，４８０世帯 （自主防災組織活動事業の場合） 

（３）実施事業 

（〇で囲む） 

資機材等整備   研修会   防災訓練   地区計画作成 

防災関係資格取得   その他（                 ） 

（４）実施月日 

（又は取得年月日） 
 令和〇〇年〇〇月〇〇日～令和〇〇年〇〇月〇〇日 

（５）事業内容 

町会の自主防災組織体制を整備するため、災害時の対応に必要な資機材の購入と

資機材の保管場所の確保を行う。 

・資機材消耗品  避難所でマスクを準備できなかった会員用に 500枚備蓄。 

〇〇連合会館周辺は道路冠水する箇所が多いため、会館敷地

内への浸水対策として水で膨らむ土のうを計画的に備蓄す

る。令和〇年度 3個入り 1袋を 20袋備蓄。 

・資機材備品   町会に貸与された発電機を屋外で使用する場合に雨よけに使

用するためのテント、避難誘導用の強力ライト５個とメガホ

ン拡声器２個、折り畳みリヤカー１台を整備する。 

・資機材保管場所 資機材保管場所として賃貸している 4箇所の倉庫の賃貸料。 

（６）対象経費内訳（単位：円） 

項目 対象経費 積算内訳 

消耗品費 ６２，６００ 
マスク 50枚入@3,300×10箱＝33,000円 

水で膨らむ土のう@1,480×20袋＝29,600円 

備品購入費 １００，１００ 

発電機設置用テント＠5,500×1台＝5,500 

強力ライト＠3,300×5個＝16,500 

メガホン拡声器＠19,800×2個＝39,600 

折畳リヤカー@38,500×1台＝38,500 

賃借料 ３６，０００ 

資機材保管場所賃貸契約料 

1年間 20,000×1箇所＝20,000 

1年間 5,000×２箇所＝10,000 

月額@500×12か月×1件＝6,000 

合計 １９８，７００  



 
記載例（活動事業） 

（様式第６号） 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

岩見沢市長 様 

 

 

  （住所）   〇〇町１条２丁目３－４     

（団体名）  〇〇連合町会         

（代表者名） 会長 岩 見 太 郎     

 

防災活動支援補助金実績報告書 

 

令和〇〇年〇〇月〇〇日付け岩防第〇〇号で補助金の交付決定を受けた事業について、次のとおり

報告します。 

 

記 

 

１．対象事業名       自主防災組織活動事業 

 

２．決定額         １９８，７００ 円 

 

３．事業額         １９８，７００ 円 

 

４．添付書類        防災活動報告書（別紙２） 

              請求書の写し 

              領収書の写し（及び明細書） 

              購入物品の写真、保管状況が確認できる写真 

  

 

 

             

 

  



 
記載例（活動事業） 

別紙２ 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

団体名又は氏名：   〇〇連合町会     

 

防災活動報告書 

                                              

（１）区分   自主防災組織活動事業 

（２）実施事業 

（〇で囲む） 

資機材等整備   研修会   防災訓練   地区計画作成 

防災関係資格取得   その他（                 ） 

（３）実施月日  令和〇〇年〇〇月〇〇日～令和〇〇年〇〇月〇〇日 

（４）実施内容 

町会の自主防災組織体制を整備するため、災害時の対応に必要な資機材の購入と資

機材の保管場所を確保した。 

・資機材消耗品  避難所でマスクを準備できなかった会員用に 500枚備蓄。 

〇〇連合会館周辺は道路冠水する箇所が多いため、会館敷地内

への浸水対策として水で膨らむ土のうを計画的に備蓄する。令

和〇年度 3個入り 1袋を 20袋備蓄。 

・資機材備品   町会に貸与された発電機を屋外で使用する場合に雨よけに使用

するためのテント、避難誘導用の強力ライト５個とメガホン拡

声器２個、折り畳みリヤカー１台を整備する。 

・資機材保管場所 資機材保管場所として賃貸している 4箇所の倉庫の賃貸料。 

（５）対象経費内訳（単位：円） 

項目 
対象経費 

積算内訳 
交付決定 実績 

消耗品費 ６２，６００ ６２，６００ 
マスク 50 枚入@3,300×10 箱＝33,000 円 

土のう@1,480×20 袋＝29,600 円 

備品購入費 １００，１００ １００，１００ 

発電機設置用テント＠5,500×1台＝5,500 

強力ライト＠3,300×5個＝16,500 

メガホン拡声器＠19,800×2個＝39,600 

折畳リヤカー@38,500×1台＝38,500 

賃借料 ３６，０００ ３６，０００ 

資機材保管場所賃貸契約料 

1年間 20,000×1箇所＝20,000 

1年間 5,000×２箇所＝10,000 

月額@500×12か月×1件＝6,000 

合計 １９８，７００ １９８，７００  

 



 
記載例（活動事業） 

（様式第８号） 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

岩見沢市長 様 

 

  （住所）   〇〇町１条２丁目３－４     

（団体名）  〇〇連合町会         

（代表者名） 会長 岩 見 太 郎     

 

 

防災活動支援補助金精算払請求書 

 

 次のとおり、補助金の精算払を請求します。 

 

記 

 

１．対象事業名       自主防災組織活動事業 

 

２．決定額（確定額）    １９８，７００ 円 

 

３．請求額         １９８，７００ 円 

 

４．振込先     

金融機関名（支店名） 
   〇〇銀行 

 （ □□支店     ） 

預金種別   普通口座 

口座番号   １３５７２６４８ 

（フリガナ） 

口座名義 

（〇〇レンゴウチョウカイ カイチョウ イワミ タロウ） 

〇〇連合町会  会長  岩見 太郎 

                         

 

  

岩
見 



 
記載例（活動事業） 

（様式第４号） 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

岩見沢市長 様 

 

 

申請者  （住所）   〇〇町１条２丁目３－４     

（団体名）  〇〇連合町会         

（代表者名） 会長 岩 見 太 郎     

 

防災活動支援補助金変更交付申請書 

 

令和〇〇年〇〇月〇〇日付け岩防第〇〇号で補助金の交付決定を受けた事業について、次のとおり

変更の申請をします。 

 

 

１．対象事業名     自主防災組織活動事業 

 

２．決定額       １９８，７００ 円 

 

３．変更額       １２１，３００ 円 

 

４．変更理由      当初計画していた備蓄品が、〇〇〇〇により購入できなくなった。さらに土

のうの購入数を減らす。また、購入予定の備品を同等品で安価な製品に変更

する。 

 

５．添付書類      防災活動計画書（別紙１） 

            変更後のメガホン拡声器の見積書、製品カタログの写し 

土のうは、数量の変更のみであるため添付書類無し 

 

  



 
記載例（活動事業） 

別紙１ 

令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 

団体名又は氏名：   〇〇連合町会     

 

防災活動計画書 

                                              

（１）区分 

（該当に✔） 

☑ 自主防災組織活動事業 

□ 防災資格取得費用助成事業  

（２）実施事業 

（〇で囲む） 

資機材等整備   研修会   防災訓練   地区計画作成 

防災関係資格取得   その他（                 ） 

（３）実施月日 

（又は取得年月日） 
 令和〇〇年〇〇月〇〇日～令和〇〇年〇〇月〇〇日 

（４）事業内容 

当初計画していたマスクが、〇〇〇〇により購入できなくなった。 

さらに土のうの購入数を 10袋に減らした。 

また、メガホン拡声器を同等品で安価な製品があったため変更した。 

・資機材消耗品  〇〇連合会館周辺は道路冠水する箇所が多いため、会館敷地

内への浸水対策として水で膨らむ土のうを計画的に備蓄す

る。令和〇年度 3個入り 1袋を 10袋備蓄 

・資機材備品   町会に貸与された発電機を屋外で使用する場合に雨よけに使

用するためのテント、避難誘導用の強力ライト５個とメガホ

ン拡声器２個、折り畳みリヤカー１台を整備する。 

・資機材保管場所 資機材保管場所として賃貸している 4箇所の倉庫の賃貸料 

（５）対象経費内訳（単位：円） 

項目 対象経費 積算内訳 

消耗品費 １４，８００ 土のう@1,480×10袋＝14,800円 

備品購入費 ７０，５００ 

発電機設置用テント＠5,500×1台＝5,500 

強力ライト＠3,300×5個＝16,500 

メガホン拡声器＠5,000×2個＝10,000 

折畳リヤカー@38,500×1台＝38,500 

賃借料 ３６，０００ 

資機材保管場所賃貸契約料 

1年間 20,000×1箇所＝20,000 

1年間 5,000×２箇所＝10,000 

月額@500×12か月×1件＝6,000 

合計 １２１，３００ 
 

 

 


